
(2)通巻 15号 鵜坂神社奉賛会 会報

竹
年
拳鎮

二
月
二
十
二
日

（

り
奉
賛
会
会
員
、
地

婦
中
方
面
団
　
鵜
坂

出
席
し
て
鎮
火
奈
と

し
ご
い
の
ま

つ
ゥ
）

し
た
。

鎮
火
祭
で
は

「高
天
原
に
神
留

り
坐
す
…
」
と
大
祓
詞

（お
お
は

ら

へ
の
こ
と
ば
）
を
全
員
で
奏
上

し
ま
し
た
。

l言拿蜃[套
ま とが び よ大祓いの詞を皆で奏上鵜坂消防団長の講話

神舞姫の皆さん

境
内
の
消
防
車
も
お
祓
い
を
受

け
ま
し
た
。
終
了
後
に
鵜
坂
消
防

団
長
よ
り
、
防
火
、
防
災
に
関
す

る
講
話
が
有
り
ま
し
た
。

火
災
を
起
さ
な
い
よ
う
に

「鎮

火
祭
祈
牧
」
の
お
札
を
各
家
庭
に

配
布
さ
れ
ま
す
。

五
穀
豊
穣
と
国

の
平
安
を
祈

り
、
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
神
舞
姫
の
四
人
は
、
今
日
が

初
め
て
の
舞
と
な
り
ま
し
た
。
六

年
生
が
卒
業
し
、
四
年
生
の
新
し

い
神
舞
姫
で
す
。

練
習
し
た
甲
斐
が
あ
り
、
と
て

も
上
手
に
舞
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
神
職
と
記
念
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。

団員の皆さん

本
殿
修
核

工
事
完
了

平
成
二
十
七
年

一
月
に
、
職
芸

学
院
　
上
野
幸
夫
教
授
に
よ
る
本

殿
修
復
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

山
内
宮
司
代
務
及
び
岡
村
奉
賛

会
会
長
の
名
で
、
各
地
区
自
治
会

長
宛
に
、
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い

ご
支
援
を
賜
っ
た
お
礼
と
工
事
完

了
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
六
月
に
工
事
着
工
致
し
ま

し
た
が
、
解
体
し
た
と
こ
ろ
白
ア

リ
被
害
が
予
想
以
上
甚
大
で
有

っ

た
こ
と
と
、
そ
れ
に
伴

っ
て
設
計

変
更
も
有
り
、
工
期
が
大
幅
に
遅

れ
ま
し
た
。

修
復
さ
れ
た
本

殿
は
、
湿
気
が
籠

ら
な
い
構
造
と
な

る
よ
う
に
、
ア
ク

リ
ル
ガ
ラ
ス
張
り

の
外
壁
と
な
り
ま

し
た
。

工
事
期
間
中
、

社
務
所
に
仮
遷
座

さ
れ
て
お
り
ま
し

た
御
神
体
は
、
春

の
例
大
祭
に
本
遷

座
さ
れ
ま
し
た
。

ネ

拳

例

人
恭

五
月
晴
れ
の
四
月
二
十
九
日
、

春
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
て
本
遷
座
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
六
月
に
、
工
事
の
た
め

仮
遷
座
さ
れ
て
い
た
御
神
体
を
、

修
復
工
事
が
完
了
し
た
本
殿
に
本

遷
座
し
て
頂
く
祭
礼
で
す
。

獅
子
は
、
上
轡
田
青
年
会
、
西

本
郷
獅
子
舞
会
か
ら
、
神
輿
は
、

上田島青年会の神輿

修復された本殿

御神体に祝詞奏上

上
田
島
青
年
会
、
分
田
町
内
会
、

羽
根
新
親
和
会
、
鵜
坂
自
治
会
か

ら
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

神
輿
の
日
上
は
、
小
学
生
が
元

気
よ
く
読
み
上
げ
て
、
大
き
な
拍

手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

本殿修復祝に、獅子が周 りを祓い本遷座祭


